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あらまし：情報通信技術の発展に伴い，教育現場においても電子黒板やタブレット端末などの ICT 機器

が導入されるようになった．しかし，諸外国と比較して，日本の授業における ICT の使用頻度がかなり

低いことは，これまでの国際調査等で指摘されてきた．ところで，シンガポール，ベトナムでは，小学校

段階から関数電卓の使用を前提に算数・数学の教科書が編纂されている．複雑な計算は関数電卓に任せる

一方，学習者には 結果の予測や検証，さらには算数・数学の知識を現実事象へ適用する力が求められて

いる．本稿では，シンガポール，ベトナムと日本の算数・数学教科書を比較・分析し，算数・数学教育に

おける望ましい ICT活用のあり方について検討する． 
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1. はじめに
情報通信技術の発展は，教育現場にも及んでおり，

一部の学校では各教室に電子黒板の設置，1 人 1 台

のタブレット端末の配布，さらには電子教科書の導

入などがされるようになった．教育における ICT 活

用の可能性と効果が期待されるが，その一方で，テ

クノロジーの導入に対して批判的，慎重な意見もあ

る．韓国では，莫大な予算を投じて ICT の教育への

普及を進めてきたが，子どもの学力にそれに見合う

成果が表れず，ICT の教育的効果を疑問視する声も

上がっている． 

ところで，国際的な学力調査で好成績が目立つ東

アジア諸国の中で，シンガポール，ベトナムでは，

小学校段階から関数電卓を使用した学習を行ってい

る．算数・数学の教科書では，関数電卓に関して，

多くのページを割いて解説と演習問題が掲載されて

いる．その一方で，コンピュータ等の記述は，幾何

ソフトウェアなどを用いたものがわずかに掲載され

ている程度である．このことは，機器間の費用の問

題（関数電卓はコンピュータに比して安価）がある

が，算数・数学の内容構成にも大きく影響すること

が考えられる． 

そこで，本稿では，シンガポール，ベトナムと日

本の算数・数学教科書を比較・分析し，計算機を用

いた指導方法の特徴を明らかにすることで，算数・

数学教育における望ましい ICT活用のあり方につい

て検討することを目的とする． 

2. 日本の ICT活用の現状
現行の中学校数学科学習指導要領(2008 年)

(1)には，

ICT に関わる内容として，「電卓，コンピュータや情

報通信ネットワークなどを活用」と明記されている．

平成元年から 22年度の学習指導要領においても，算

数・数学において電卓使用の位置づけがあり，学校

教材用に電卓が開発されていたが，授業の中で電卓

を使うことに対し抵抗を感じる教員が多く，ほとん

ど普及しなかった．また，国際調査等(2)においても，

日本の授業における ICTの使用頻度が諸外国と比べ

てかなり低いことが指摘されている． 

図 1 は日本の算数教科書(3)における，概算の単元

で電卓を使用する問題である．ここでは概算で見積

もった値と，電卓を使用して求めた実際の値を比較

している．電卓の使用を指示する問題にも関わらず，

手計算でも可能な数値であることがわかる． 

図 1 電卓の使用を指示する問題 
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3. シンガポール，ベトナムの教科書 

シンガポール，ベトナムでは小学校第 5，6学年で

関数電卓が導入される．両国の算数・数学教科書(4，

5，6)には，代数・幾何分野で関数電卓の使用を指示す

る問題が多数扱われている．それぞれの分野の問題

を取り上げ，分析を行う． 

3.1 代数分野 

シンガポールでは，小学校段階で帯分数や四則混

合算など，一般の電卓ではできない計算を，関数電

卓を用いて計算する問題が複数扱われている．中学

校段階では，図 2 のような連続した累乗根や高次の

指数など，関数電卓を使用しないと計算することが

できないような問題が複数扱われている． 

ベトナムでは，中学校段階で二次方程式を学習し

ている．その後，図 3 のような関数電卓を使用して

判別式を計算する問題が扱われている．  

 

 
図 2 連続した累乗根・高次の指数を含んだ計算 

(シンガポール：中等学校第 1，3学年) 

 
図 3 二次方程式：関数電卓を使用した判別式の計算 

(ベトナム：中学校第 3学年) 

 

3.2 幾何分野 

シンガポールでは，小学校段階で，円や立方体な

どの図形を学習した後，円周率や立方根の計算で関

数電卓を使用する問題が扱われている．中学校段階

では三角比を学習し，図 4 のような，代表的な角度

以外の場合に関数電卓を使用して計算する問題が複

数扱われている．  

ベトナムの中学校段階においても，図 5 のような

代表的な角度以外を用いた三角比の問題が複数扱わ

れている． 

 
図 4 三角比：代表的な角度以外の扱い 

(シンガポール：中等学校第 3学年) 

 
図 5 三角比：代表的な角度以外の扱い 

(ベトナム：中学校第 3学年) 

 

4. まとめ 

 シンガポール，ベトナムと日本の教科書分析によ

り，計算機を用いた指導方法の特徴について明らか

になったことをまとめると次のようになる． 

1 ) 日本の算数・数学の授業における ICT の使用頻

度は諸外国と比べ低く，教科書の中では，手計

算で可能な演習問題がほとんどである． 

2 ) シンガポール，ベトナム(以下，両国)の算数・

数学教科書は，関数電卓の使用を前提に編纂さ

れていて，代数・幾何分野において積極的に使

用している． 

3 ) 両国の教科書の中では，関数電卓を使用しない

と計算することができないような，複雑な数値

計算を必要とする問題が複数扱われている． 

4 ) シンガポールの教科書では，関数電卓自体の単

元があり，使用方法や機能に関して多くのペー

ジを割いて解説している． 

 日本と比較すると，シンガポール, ベトナムは，

算数・数学の授業において，関数電卓の活用を前提

としていることが明らかになった．複雑な計算は機

械に任せ，学習者は結果を予測・検証，さらには算

数・数学の知識を現実事象へ適用する力が求められ

ていると考えられる． 
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